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高橋 美紀・スヤラー ワッチャラー 
要 旨 




として大きな効果が見られた。また、TJL 学生にとっても WSP 学生とともに活動を作
り出すことは、来年度の実習につながるより実践的な体験となった。 
キーワード 




コンケン大学教育学部日本語教育課程（以下 TJL）では 2014 年度より Waseda SEND 
Program（以下 WSP）の学生の受け入れを行い、教育実習生とのティームティーチング
実習、4 年生との日本語・日本文化プロモーションを行った。また、プログラム最終年度











びなどを通して生徒たちに日本を紹介する活動を行っている。2014 年度と 2015 年度は
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附属中等学校 2 校を訪問し、WSP 学生が日本留学について直接説明する日本留学プロモー
ションを行った。タイの中等学校は学校年度が 5 月から 3 月までである。大学に進学する
場合、高校修了の 4 月から大学の学校年度が始まる 8 月まで、約 4 か月間の待機期間があ
る。この期間に日本への短期留学の提案をし、日本への興味関心を高めてもらうことが、
日本語学習を続ける動機づけになると考えた。 
WSP 受け入れ最終日の午前 9 時より附属中等学校（スクサーサート校）、11 時より附属
中等学校（モーディンデーン校）を訪れ、約一時間の説明会を行った。スクサーサート校




TJL では毎年、年二回の日本語教育ワークショップを開催している。参加者は TJL 実
習生、現職タイ人教員、日本人教員で、毎回日本語や日本語の教え方に関する様々なテー






























 ดีใจที่ไดมาทํากิจกรรมน้ี ทาํใหไดความรูมายไดสนทนากับคนญี่ปุน ประทับใ 
 จมากๆคะพี่ๆนารักทุกคนเลย #ชอบพี่ marina（活動をしに来てくれてとてもうれし
かったです。いろいろなことを教えてもらいました。日本人と話せて、うれしかった。
大学生のみなさんはかわいいです。 #マリナさんが好き） 
 ดีใจที่มีกิจกรรมภาษาญี่ปุนแบบน้ีข้ึนเพราะนอกจากจะไดภาษาญี่ปุน คําศัพทแลว 
ยังไดรูการเตรยีมตัวสําหรับการสอบเขามหาวิทยาลยัขอนแกน ดีใจมาก ๆ พี่ ๆ 







 รูสึกดีใจที่ไดมาเจอคนญี่ปุน พวกเขานารักมาก อยากไปญ่ีปุนและเรียนตอที่ญี่ปุน
（日本人に出会えてとてもうれしい。日本人はとてもかわいいです。日本へ行って、
日本で進学したいです。） 
 ชอบประเทศญีปุ่น ชอบภาษาญี่ปุน ชอบอาหาร วัฒนธรรม ทุกอยางที่เปนญี่ 




















とっても 4 年間の日本語学習の成果を表す場となっていた。 
活動後の訪問校の教員との情報交換では、TJL 学生と WSP 学生の活動から生徒は真正
性のある日本語でのコミュニケーションを求めており、その後の学習意欲に大きな影響を
与えているという声がどの学校からも聞こえた。 




人の日本人が在留している。その内訳は、バンコクで約 46,000 人、上位 5 県で 89.2％を
































最後に、TJL の活動に様々なご尽力とご配慮をくださった WSP コーディネーター鈴木
伸子先生と事務局の方に深く感謝申し上げる。 
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